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概要

消防活動に適した体力を向上させるための、体力トレーニング種目を考案し、消防活動基礎体力測定

種目を検討した。次に、消防活動基礎体力測定種目の評価基準作成のため、東京消防庁警防隊員 289名

を対象とし、測定種目を実施してもらい、その測定値の集計、分析を行った。その結果は、以下のとお

りである。

1 消防活動基礎体力測定種目が決定した。

2 消防活動基礎体力測定の評価基準が完成した。

1 はじめに

災害形態の多様化に伴い、消防活動は複雑かっ困灘になってき

ている。そこで、各寵災害に対応できる強靭な体力を有する響防

隊員を育成するために、消防活動に適した体力を明らかにし、評

価してし、く必要がある。現在、消防職員の体力評価については、

消防体育実施要綱により、文剖桝学省の「新体力測定J1) (以下、

「新体力測定訂とし、う。)を実施し半|断してし、るが、この来「刊本力視IJ

定は、国民の一般成人を対象とした体力視l応種目及ひ竜平価基準でー

あり、消防隊員の体力評価には不十分であると考えられる。

活動安全線における、消防活動能力の向上に有用な体力種目

を明らかにするための過去の研究2)3)の結果から、消防活動は

体幹の筋持久力、下肢の筋持久力及び全身持久力に優れている

ことが必要であるとし、体力トレ}ニング種目は、上体起こし、

雨脚半屈伸、持久走の 3種目を中心にトレーニング、すオUま、消

防活動能力の向上を図ることができると結論付けられた。

そこで、本格証では消防活動に適した体力を向上させるため

の、体力トレーニング種目を考案し、消防活動基礎体力測定種

目を検討した。次に、消防活動基礎体力視IJ定種目の評価基準の

作成に取り組むことにした。

測定種目は、①消防署内等の狭い場所で実施でき、 G滑完IJな

器具を使用せず、③文部科学省新体力テストに体力要素がなる

べく重ならない種目を検討しt=.o
2 方法

(1) 消防活動基礎体力視|陀種目

活動安全課の研究成果2)3)と、校前調怖の「消開議員の体

力トレーニング」引を土台に、各種トレーニンクo関連の文献5)

5) 7)調査を実施し、測定種目を検討した。

*活動安全課 **矢口消防署
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( 2) 消防活動基礎体力測定の評価基準の作成

ア調査対象者

信頼率計算式8)を使い、東京消防庁男性警防隊員から、 90%

の信頼に必要な年代別測定人員を算出した。それに応じて、予

備の被験者を含め、臨港、品川、野方、足立、城東、北多摩西

部消防署の男柑準防隊員289名(うち 20代67名、 30代印名、

40代69名、 50代85名)をも頗会者とした。

実施時期は、平成17年9月1日から同年12月10日までの問、

実施場所は、各消防署の体力練成施設であった。

イ測定種目

消防活動基礎体力測定種目 5種目のうち 20mスーノξーシャト

ノレランを除く、スーパーシットアップ、スーパーマン、へピー

スクワット、ローププルアップ(実施)1時の4種目を実施した。

20mスーノ号ーシャトルランについては、平成17年度に各所属で

実施された、新体力測定の 20mシャトルランのデータを使用し

た。

ウ 分 析 方1去

調査対象者の身体特性につし、て実態を把握し九次に、20代

(l8~29 才)、 30 代 (30~39 才)、 40 代 (40~49 才)、 50 代 (50

~59 才)と年代別lこ分類し、各測定種目の平均値、標準偏差値

を算出しむこれを基に、図 lのように 10尉渚に区分し、各測

定種目の得点表を作成した。また、各種目の得点の合計点であ

る総合音利回については、図 2のように 5閥渚に区分し、評価基

準を作成しt=.o
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総合評価の配分要領

(1) 消防活動基礎体力視|庄種目

表 lは、消防活動基礎体力測定種目と新体力測定の種目を体

力要因別に示したものである。消防活動基礎体力視|庄種目は表 l

の網掛けでないものとし、網掛けは新体力測定の種目である。

ア スーノfーシットアップ

活動安全課の研究結果3)では、体幹における腹筋群の筋持久

力の向上は消防活動能力に有効な影響をもたらすとしている。

現在、動包されてしも車rr体力測定の上体起こしでは、 30秒間の

筋持久力の測定であり、瞬発力的要素も含む可能性がある。ま

た、消防活動とは多種多様であり、長時間にわたり活動するこ

ともある。このことから 2秒閣に l回の腹筋通動を、体力の限

界まで行う「スーノfーシットアップ」を考案した。

イ スーパーマン

活断安全課の研究結果3)では、体幹の筋持久力の向上は消防

活動に有効な影響をもたらすとしている。それに、平成 12年度

の消防学校校務課配布の「消防職員の体力トレーニングJ4)で

は、腹筋背筋の開口から胸高防止が図られるとしづ助言がある。

しかし、新体力視IJ定において、体幹の背筋力測定が廃止された

ため、この筋群を測定する種目がなくなった。

そこで、 問書類に記載されている、うつ伏せに寝た状態で左

右主棚、の手足を挙上する「クロスパック・アーチJと、「消防体

育教本J9)の、うつ伏せに寝た状態で両手両足を挙げて止める

動作の「伏臥U字そらし」を組み合わせ、他のトレーニングの

文献5) 6) 7)も参考にして、体力の限界まです子うものを「スーパ

ーマン」の名で考案した。

ウ ロープフツレアップ

活動安全課の研究結果10)では、火災現場において資器材の吊

り上げを行う際などで、ロープを手前にひく動作が統計上多く
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現れることが明確になった。また、他の報告 11)で、はローププル

テストは無気的、有気的持久力要素があり、消防活動に有効な

影響をもたらすとしている。そこで、ロープをヲ|く動作を、体力

の限界まで行う「ローププルアップJを考案した。

コ二 ヘビースクワット

活動安全課の研究結果3)では、両脚半屈伸は消防活動に有効

な影響をもたらすとしている。新体力測定では、脚筋群の筋持

久力を測定する種目がないため、消防活動基礎体力測定に加え

る必要があると考え、体力の限界まで行う「ヘビースクワットJ

を考案した。

オ 2伽スーパーシャトノレラン

新体力測定の結果から、消防職員は一般車民よりも優れてい

ることが明確になった 11)。全身持久力の測定項目である 20mシ

ャトルランでは、限界点まで苅包せずに上位点数の回数に遣す

ると余力を残して中断してしまう可能性があり、個人の全身持

久能力を測定するのが困難であると思われた。従って、男性?干

防隊員を対象とした 20mシャトノレランのデータを使い、消防職

員向けの評価表を作成した。実施種目名については r20mスー

パーシャトルランJとした。

表 1体力要因別測定種目

体力要因
測定種目

要素 部位 筋群別 体力評価
30秒間の筋持久力

上体起こし
腹筋群 /瞬発力

体幹 筋持久力 ス-i¥-シットアップ

背筋群 筋持久力 ス-/'¥ーマン
全身筋力

上肢 腕筋群
瞬発力 握 力

筋持久力 ローププルアップ

下肢 脚筋群
瞬発力 立幅跳ぴ

筋持久力 ヘビースクワット
敏捷性 全身 敏捷性 敏鐘性 反復検跳ぴ

柔軟性 体幹 柔軟性 柔軟性 長座健闘屈

全身持久力 循環器系 持久力
全身 2伽1シャトルフン

持久力 20mス-/¥ーシャトルフン
※網掛けは「新体力測定Jを示す。

( 2) 消防舌動基礎体力測定要領

測定要領は下記のとおりである。

ア スーノfーシットアッフo

主として腹筋の動的筋持久力をみるテストである。

(ア) 準備

マット、メトロノーム

(イ) 方法

a 

b 

c 

実施者は膝を 90度曲げ、補助者が足首を保持する。(写真 1)

実施者は両手で外後頭幽Eを包んで組む。

2秒に l回の害I恰で肩甲骨が床につくまで下げ、肘が膝に触

れるまで曲げる。(写真2)

(ウ) 記録

a 

b 

両肘を両膝につけて l固と数える。

勃包は1回のみとする。



(エ) 終了基準

a 疲労困僚でリズムから遅れたとき。

b 外後調盗起を包んだ手が離れた時丸

(オ) 実施上の注意

a 腹部保護のため、頭から身体を巻き込むように起こす。

b 下げた時は、必ず両肩(肩甲骨)がマットlこ角蛇Lなければな

らなしL

C 膝は常に90度に保つ。

写真1 写真2

イ スーノfーマン

主として背筋の動的筋持久力をみるテストである。

(ア)樹蔚

マット、メトロノーム

(イ) 方法

日 実施者はマットの上でうつ伏せになり、両腕両脚を 90度開く。

(写真3)

b 虫台め」の合図で右腕と左脚を同時に 30cm挙げる。視線は挙

げた腕の指先を見る。 (写真4、5)

c 今まで挙がっていた腕、脚を下ろして反対の左腕と右脚を同

時に挙げる。視線は挙げた腕の指先を見る。(写真6)

d 今まで挙がっていた腕、脚を下ろして両腕両脚を同時に栄;f
る。このときの視線は節坊を見る。(写真 7)

E 上記b、c、dの動作を 3秒間でオ?う。

(ウ) 記録

a ITlI数は上記の b、c、dを行って l固と数える。

b 途中までは計測しなし、。

c 劫包は i回のみとする。

(エ) 終了某準

a 彼労lf;WE(でリズムから遅れたとき。

b 肘、膝が曲がったとき。

C 腕、脚を 30cm挙上できなくなったとき。

d 両腕l刈仰を90度開いた状態に保持できなくなったとき。

(オ) 実施上の注意

a 宅見事~出必ず挙げた腕の指先を見る。両腕の場合は前方を見る

こと。

b 風脚を挙げたとき、肘、膝は曲げなし、こと。

C 肱脚は勢し、をつけなし、で挙げること。

d 腕脚は静かに音を立てなし、ように下ろすこと。

e スタート時に挙げる腕、脚は左右どちらからでもよしL
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写真3 写真4

写真5 写真6

写真7

ウヘビースクワット

七として-f腿全体の動的筋持久力をみるテストである。

(ア) 準備

30k g設定のパーベル、メトロノーム

(イ)方法

a 肩幅より握り拳 1つ分外側に足を置き、つま先を正面に向け

て立つ。(写真8)

b 補助者に 30kgのパーベルを肩にのせてもらい、「始め」の

合図で 1秒間に 1回の割合で脚部の半屈伸運動を繰り返す。

(写真 9)

(ウ) 記録

a 膝を曲げ伸ばして 1固と数える。

b 実胞は1回のみとする。

(エ) 終了基準

a 疲労困触でリズムから遅れたとき。

b パーベルを保持できなく なったとき。

(刻実施上の注意

a 安全管理のため必ずノtーベノレ両脇に補助者を 2名配置する。

b 上半身はできるだけ垂直に保ち、身体を下げた時の膝の角度

は正し90度とする。

c つま先の方向に膝を曲げる。



写真8 写真9

エ ロープ・フノレアッフ

主として上肢の動向循主持久力をみるテストである。

(ア) 準備

小綱、上部支点

(イ) 方法

a ホース置き場などの強固な卜自1;支点に小制をひばり結び、 主

たはフツいージックt斤びでjliftffする。

b 実)jÍ!i者はんらl支の状態で'1''f1申びをし(ワバ~: 10)、本を上下(ど

ちらの准が上でもよし、)に符着させ二本のロープを素イプご搾る。

(写真 1])

c 始めj の合図で|剛~~を 90 度に曲げて、ローフ。に脱力して

ぶら 卜がり(写真 12)而iJI、Iを曲げ、顎を上になっている拳の

親指につける。(写真 13、14)

d 両肘を!悦力し元の状態にもどる。(写.!)'l;12)これを、繰り返

す。

(ウ) 記録

a 上になっている拳の親指にすlがついて l[ITIど放える。

14) 

b 実)j包は1回のみとする。

(エ) 終了基準

日 疲労困懲でロープを保持できなくなったとき。

b 疲労[本|間!で，lE.;'fs(片足でも)が地面についたとき。

(オ) 期包上のU~}:i:

a 身体が同転する場合は補助者が押さえる。

(写真

b 肘が脱力していない状態で挙上した羽合は回数に含まない。

C 実胞者のベースで行う。

写真 10 写真11
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写真 12 写真 13

写真14

オ 20メートノレスーパーシャトルラン

新体力測定の20メートルシャトルランのとおりとする。

( 3) 消防活動私礎体力測定極目の評価基準

ア 嗣査対等i.1'fの身体特性と新体力測定総合評価

調査対象者 289名の身体特性は友司2、lJr体力測定総合言判illi結果

は表 3のとおりである。

表2 身体特性

最 小 値 最大値 平 均 値 標準偏差

年齢 19 59 40.37 11.32 

身長 158 190 170.4 7 5.16 

体重 51 115 68.59 7.87 

(N二289)

表 3 文部科学省新体力測定総合評価結果

評価 人数 割合(%)

A 173 59.86 

B 95 32.87 

C 20 6.92 

D 。 。
E 。 。

欠損値 0.35 

合計 289 100 

イ 消防活動決礎体力視l応結果

表 4は 289名全l¥についての消防活動某礎体力測定結果ぷで、

ある。表5は20代、表6は30代、女7は40代、表8は50代

の結果を示している。

年代が上昇すると測定値の平均直は低くなってし、た。



表4 消防活動基礎体力測定結果表(全体)

重)EJl ij 量小値 量大憧 平均値栂準偏差

ス-/~ーシットアップ 15 170 53.25 25.29 

ス-J¥ーマン 3 281 48.77 39.41 

へピースクワット 5 274 62.31 42.56 

ロープ・プルアップ 23 7.82 4.73 

20メートルス-J¥ーシャトルラン 20 139 73.05 25.31 

(※ 20圃スーパーシャトルランは欠狽値1) (N=289) 

表5 消防活動基礎体力測定結果表 (20代)

;.1) )E J! J;l 墨小鐘 墨大fI 平~鐘 盤塗僅差
ス-J¥ーシットアップ 32 170 76.63 26.59 

スーJ¥ーマン 10 281 81.37 54.02 

へピースクワット 30 200 96.87 50.00 

ロープ・プルアップ 3 23 11.33 4.72 

20メートルス-J¥ーシャトル2ン 33 139 97.91 23.20 

(※ 20・スーパーシャトルランlま欠狽値1)
(N=67) 

表6 消防活動基礎体力測定結果表 (30代)

;骨LA:彊目 墨小笹 墨大fI 平包箪 鐸塗僅差
ス-J¥ーシットアップ 30 150 5915 22.01 

ス-J¥ーマン 5 180 5081 34.09 

ヘビースクワット 21 274 71.10 45.94 

ロープ・プルアップ 2 22 9.59 4.83 

20メートルス-J¥ーシャトll-ラン 35 120 81.94 18.60 

(N=68) 

表7 消防活動基礎体力測定結果表 (40代)

測定蓮田 墨小値 最大値 平勾値 握準鍾蓋

ス-J¥ーシットアップ 15 100 47.07 18.44 

ス-J¥ーマン 4 100 41.01 24.68 

ヘピースクワット 11 140 53.49 23.80 

ロープ・プルアップ 17 6.48 3.44 

20メートルスーJ¥ーシャトルラン 36 112 64.70 16.70 

(N=69) 

表 8 消防活動基礎体力測定結果表 (50代)

iLlLl量目 量小値 墨大箪 王皇1直 盤塗歯差

ス-1'¥ーシットアップ 18 71 35.11 12.11 

ス-J¥ーマン 3 100 27.74 1625 

ヘビースクワット 5 80 35.21 16.81 

ロープ・プルアップ 14 4.72 2.72 

20メ トルス-J¥ーシャトルラン 20 96 53.42 16.45 

(N=85) 

ウ 消防活動基礎体力測定得点表

表 9は年代別の消防活動基礎体力測定得点表である。得点、が

!o点で、あっても年代別によって測定回数が異なっている。

エ総合評価表

表!oは消防活動基礎体力核視|庄種目の合計点を評価する総合

A利面表である。すべての年代に適用できるものである。

オ測定時の様子

年代が高くなるに従って、すべての種目における測定値が低

下する傾向がみられた。

スーパーシットア ップの実施は、自分のベースでおこなうこ

とができないため、普段自主的に行っている体力練成の腹筋運

動より辛いとし、う意見があった。

スーノfーマンの劫値は、手足のタイミ ングを取るのが難しい

ようで、動きに慣れるまで、事前訓練の時間を設けた。

ヘピースクワットの実施は、足の長さを考慮して膝を屈曲し

た際、 90度の角度の保持するため、被験者後方にストレッチマ

ット及び、 パイプいすを設置し膝の屈曲時に瞥部が椅子に触れ

るようにした。また、安全管理のため安全員として 3名設け、 2

名をバーベルの両サイドに配置させ、被験者が力尽きたらノ〈ー

ベルを保持するよう下命した。l名は被験者の顔色、状態を監視

させた。力尽きてくるとメトロノームのリズムから遅れてきた

ローププルア ップの実施は、消防活動で使用する一般救助用

ロープのナイロン製、三つ打ち、 Zより 12皿のロープを使用し

fら普段体力練成で行ってし、る鉄俸などでの懸垂運動より握力

の影響からか、辛いとし、う意見があった。ロープにぶら下がる

だけで精一杯の者が見受けられt="

20mスーノミーシャトルランでは、所属で従来行われている「新

体力測定Jの 20mシャトルラン測定データを用いた。

表9 消防活動基礎体力測定得点表

冊血 = 初代 崎代 ぬ代

10 13正母w 1α草画、， B4画~ 591亘~

9 117 129 92 - 102 75 図 国~切

8 lC目 116 81 - 91 舗 74 47 52 

スープト
7 90 但 市 - 00 お~邸 41 畠

6 n ~的 関- 69 47 弱 35 40 シントアップ 5 関 76 咽- 58 38 輔 29 34 
(崩阪J!It加 4 回~包 幻 47 29 - 37 2J 28 

3 37 ~ 咽 お- 36 19 28 17 22 
2 幻 36 15 - 25 10 18 11 16 

22以下 14~.r下 9民r下 10以下

10 1鈎呂~ 119@l竺 90 互い 6c@-
9 1位 188 102 - 118 78 飽 回~関

8 135 161 邸-¥0¥ 00 -η  制 51
7 100 134 回 ~ 制 日~邸 36 43 

スーザ牛ーマン 6 81 107 51 - 67 4¥ 52 28 35 
消筋運動 5 54 00 34 -田 29 岨 却~ 幻

4 27 ~ 臼 17 33 ¥6 窃 " 19 
3 11 ~お 16 15 5 10 
2 10 

。 。 。 G 

10 197@ト 163匝ト 101ロー 。司EJ-
9 ¥72 196 ?剖- ¥62 関 ∞ 回~関

8 147 171 117 - 139 円~飽 52 59 

へどー
7 ¥22 輔 倒-116 民 76 44 51 
8 97 121 71 93 日~倒 35 43 

スタ子ット
5 72 ~舗 輔- 70 42 52 幻 34

{宿前伴屈伸〉
4 47 71 31 岬 ~ 4¥ 18 26 
3 包 ~崎 21 - II 16 29 10 17 
2 6 21 20 15 

5以下 31;f下 \~.r下 D 

10 21国 ~ 19@j- 131E1- lC@-
9 18 20 17 18 12 9 
B 16 17 ¥4 - 16 10 " 7 

ロープ 7 14 15 12 13 E 
6 11 13 10 - 11 5 コ町レアヅプ
5 g 10 5 4 (~トブ懸垂} 4 7 ~自 3 
3 4 2 2 
2 2 
~ 市以下 。 。 。

10 14司副~ 11司Eト 由也1- Bot旦1-
9 133 144 110 - 118 鈎 97 78 邸

8 ¥21 132 ¥01 - ¥口e 81 - 89 70 押

沿nÀ-/~
7 110 120 91 - 1∞ 乃 - 00 回~ 関

‘λ+}l乃ン
6 鈎 ω 82 -叩 尚 ~η 国 61
5 舗 97 73 - 8¥ 56 制 岨~包{断り~お
4 75 85 回目 η 相 55 37 輔

3 飴 74 54 -位 相 47 29 38 
2 51 ~位 45 -幻 31 39 21 28 

旬以下 44ιr下 II比E下 20ぽ下
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表 10 総合評価表

総合評価 20代以下I30代 I 40代 | 50代
A 38点以上

B 31点""'37点

C 24点""'30点

D 18点""'23点

E 17点以下

4 考察

(1) 消防活動基礎体力視|庄種目

スーノミーシットアップは決められたベースて'おこなうため、

普段自主的に行っている体力練成の腹筋運動とは異なる。実施

者からの感皆、を聞くと、自分でベースをコントロールできない

ため、普段実施しているときの感覚よりもきっく感じたようで

ある。

スーパーマンでは、左右対称に手足を挙げる動作をうまくで

きない者が見受けられ、測定前に事前練習が必要だと思われる。

この種目は、胸高防止の補強覇hも兼ねてし、ることから、消防

活動能力向上以外にも、重い消防資器材の持ち上げ時に発生す

る腹部への傷害の減少にも有用であると思われる。

ヘビースクワ ットは、屈伸運動の早さに遅れるものが多数見

受けられた。これは、実施する際のリズムが速く、大腿部に疲

労物質の乳酸が停滞し、メトロノームのテンポから遅れていっ

たもの思とわれる。しかし、訓練していくうちに耐乳酸能力が

高まり、巨隊出勧日すると思Jつれる。

ローププルアッフ。で・は、ロープにぶら下がるだけで精一杯な

者が見受けられた。普段おこなうことのない動作で、あったこと

が、影響したのではなし、かと考えられる。この種目を行うこと

で、上半身、握力の筋持久力に効果的に作用すると考えられる。

高11次的効果として、ロープlこ角蛇Lる回数が多くなり、ロープlこ

今まで以上に馴染むことと思われる。

20mスーノ号ーシャトルランは、今までの測定では限界点、まで

実施せずに上位点数の回数に達すると余力を残して中断してし

まう可能性があっt:."消防職員向けの評価表を作成したことで

測定に対する，部哉が高くなり、個人の正確な全身持久力が測定、

判面できるものと思われる。

(2) 得点表と総合評価表

得点表は年代別に分けることにより、各年何膏の目標となる

数値が一目でわかるため、目標設定をしやすいと思われる。

総合評価表は、各年代ともに同じものを使用することにより

明瞭であると思われる。

5 結論

1 スーパーシットアップを考案したことにより、腹筋群の筋

持久力が鍛えられ、消防活動に必要な体力を測定することが

可能となった。
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2 スーパーマンを考案したことにより、体幹の背筋群の筋持

久力が鍛えられ、消防活動に必要な体力を測定することが可

能となった。

3 ヘビースクワットを考案したことにより、下半身の筋持久

力が鍛えられ、消防活動に必要な体力を測定することが可能

となった。

4 ローププルアップを考案したことにより、上半身、握力の

筋持久力が鍛えられ、消防活動に必要な体力を測定すること

が可能となった。

5 20mスーパーシャトルランを考案したことにより、全身持

久力が鍛えられ、消防活動に必要な体力を測定することが可

能となった。

6 消防職員を対象とした得点表、総合評価表を作成したこと

により、自己の体力評価、位置づけをより明確にして目標達

成への意欲・向上心を高め、災害に対応できる強靭な体力っ

くりが期待できる。

6 まとめ

本来トレーニングは、多面的に行うことが原則であるが、消

防署での限られた消防体育の時間内で、効率的に消防活動に必

要な体力を維持、増進させてし、くためには、 トレーニンク。種目

数を絞り込む必要がある 3) と助言されている。また、上体起こ

し、両脚半屈伸、全身持久力のトレーニングだけでなく、上半

身のト レーニング種目を積徳的に取り入れることが必要である

3) ということが挙げられている。このことから、今回考案した

消防活動基礎体力測定種目は、 トレーニングの種目としても活

用でき、指摘のあった上半身のト レーェング1こも有ヌIJである。

今回、消防活動基礎体力測定種目を考案したことで、①職員

が目標設定をしやすくなった、告漸体力測定では測定できない

部{立の体力視11定が加わった、このことから、職員がトレーニン

グを実施する際に、その取り組み方が変わってく ると思われる。

今後の課題として、今回作成した消防活動基礎体力測定の評

価表は、男性を対象としたものであるため、女性の評価表の作

成が必要となる。さらに、消防活動基礎体力測定での勤務別、

警防職務別の体力を明らかにすることも必要であろう。また、

職員の再雇用制度が持ちあがっている現在、再雇用職員の体力

をどのように維持していくカも課題の一つである。

災害現場に出場することが職務である我々職員は、目標達成

への高い意欲と向上心を持って体力向上に努め、消防活動に必

要な体力を養う、この姿勢が必要ではないだろう"/)'0

7 おわりに

本研究に際し、被験者として測定にご協力いただし、た、臨港、

品川、野方、足立、城東、北多摩西部消防署の職員の皆様に深

く感謝し、たします。
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Setting Evaluation Standards for Evaluating Basic Physical 

Strength Needed for Firefighting Operations 

Keisuke Yoshida'¥Tomohisa SakaguchiてHiroshiOchiai**， Yukimori Shimohata* 

Abstruct 

To improve firefighters' physical strength needed for firefighting operations. we formulated 

phy日ica 1 workou ts and rev iewed the白valuationsmade on basic physical strength needed for firefighting 

operations. Next. to set eval uation standards for the i tems used to evaluate such strength， w白 had

289 Tokyo Fire Department firefighters evaluated with those items. 

Then， we collected and analyzed the figures， and the results are as follows: 

We have decided on the i tems we will use to evaluate basic physical strength needed for firefighting 

op巴ratlOns.

2 We have set the evaluation standards for the evaluation of basic physical strength needed for 

firefighting operations. 

* Operational safety Section * * Yaguti Fir巴 Station
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